





























































































































チューブ 歯根膜 幹細胞 肺 上皮 肝・膵
TWInsプロジェクト紹介特集Ⅲ
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プロジェクトの活動推進状況
先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラム「再生医療本格化のための最先端技術融合拠点」終了報告
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（1）評価結果
総合評価 目標の達成状況 拠点形成 イノベ シーョン創出 人材育成 終了後の見通し
S S S S a a
総合評価：S（所期の計画を超えた取組が行われている）
事後評価（10年終了後）コメント
評価コメント
世界初の概念かつテクノロジーである細胞シー
ト工学による再生医療の実現・普及に向け、医理
工融合・産学連携の体制を構築し、基礎研究から
臨床研究、治験まで行う拠点を形成している。ま
た、拠点で開発した技術の事業化や治療方法の国
内外への展開を意欲的に進めてきた。拠点の成果
は、今後の再生医療の本格化及び関連事業の創出
に大きく貢献することが期待できるものであり、
本プログラムでの拠点形成及び取組は高く評価で
きる。
目標達成度：細胞シート工学の研究開発及びそ
の実用化に向けた拠点の形成という所期の目標は
十分に達成している。細胞シートの臨床応用を、
国内外の医療機関と連携しながら6分野において
世界で初めて実施しており、さらに再生医療に関
する法整備にも貢献するなど、所期の計画を上回
る成果を上げており高く評価できる。
拠点形成：実施機関が有する50年にわたる医
工連携の実績を背景に、拠点リーダーの卓越した
リーダーシップの下、専門分野や組織の壁を越え
て集結し連携する体制を構築し、今までにない新
しい形態の領域融合拠点である細胞シートティッ
シュエンジニアリングセンターを形成している。
また、コーディネータの配置によって、海外の大
学・医療機関との連携も積極的に行っており、総
じて高く評価できる。
イノベーション創出：細胞シートの臨床応用を
心筋、角膜、食道、歯根膜、軟骨、中耳の6領域
において実施し、心筋については保険収載に至っ
ており、社会的な価値は大きい。さらに多数の組
織・臓器について前臨床研究の段階まで進めてお
り今後の発展が期待できる。また、細胞シート工
学を支える関連事業の育成も行っており、今後の
産業創出も期待できる。総じてイノベーション創
出が確信できる成果が得られており高く評価でき
る。
人材育成：早稲田大学との共同大学院を設置し、
医工連携、産学連携、国際連携を実現した環境の
中で、臨床医を含む若手研究者や大学院生の育成
を行い、研究だけに留まらない領域融合的な人材
を多数育成しており評価できる。今後は、将来に
わたり拠点運営を担える次世代のリーダー人材の
育成を期待する。
終了後の見通し：再生医療本格化のための重要
な拠点として持続的・発展的な展開が期待でき、
領域融合拠点の一つのモデルとして大きな波及効
果が期待できる。今後は、国際的な競争優位を保
つために、グローバル展開の強化を期待する。終
了後も競争的研究資金の獲得に成功しているが、
自立的な拠点運営を可能にする資金を国際的企業
とのアライアンスなどで確保することを期待する。
